
 令和５年１０月４日  

北九州市八幡東区役所 

 

報道機関各位 

 

 

  八幡東区役所では、職員が幅広い視点で職務を遂行できることを目指し、併せて、

職員がもっとこのまちに愛着をもって職務にあたれるよう、様々な分野に関する職

員研修（まちづくり講演会）を実施している。 

今年度は、長年にわたって、八幡大空襲の体験証言を継承する活動を行っている

聞き書きボランティア「平野塾」による講演会を実施し、自分の勤務するまちの歴史

を学ぶ機会とする。 

 

記 

 

１ 日 時    令和５年１０月１１日（水） １３時３０分から１４時３０分 

            

２ 場 所    八幡東区役所 本館２階 大会議室 A 

 

３ 講演テーマ 「八幡大空襲の体験証言について」 

 

４ 講 師     平野塾 代 表 出來谷 通保（できや みちやす） 氏 

語り部 河原  香照（かわはら こうしょう）氏 

 

５ 内 容    （１） 八幡大空襲の映像視聴（６分） 

          （２） 八幡大空襲語り部の講話 

          （３） 八幡大空襲概要 

 

６ 対 象    八幡東区役所に勤務する職員約３０名 

        
                                            

 

昭和２０（１９４５）年８月８日に約２５００人が死傷した八幡大空襲の体験継承に 

取り組む市民グループ。平成２６（２０１４）年から活動開始。 

これまでに約１００人にインタビューを行って証言集３冊を発行したほか、学校 

などからの依頼で空襲体験者が平和授業の語り部として招かれる際の支援も 

行っている。 

また、戦争体験者と戦後の世代が交流する「八文字カフェ」を月１回開催して 

いる。 

 

聞き書きボランティア「平野塾」 

【問い合わせ】 

八幡東区役所総務企画課 ℡093-671-1459  

担当：木原（課長）、彌
み

榮
え

（係長） 

 
証言集（令和５年発行） 

八幡大空襲の体験証言等を継承する平野塾による講演 
（令和５年度八幡東区役所職員研修（まちづくり講演会）の開催） 


